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品
「
重
要
な
文
化
拠
点」

昼
福
化
に
意
欲

漏
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
削
減
量
を
2

国
間
で

取
引
す
る
制
度
を
巡
り、
日
本
が
タ
イ
に
提

供
し
た
脱
炭

素
技
術
で
減
っ

た
排
出
鼠
の一
部
を、
日
本
の
削
減
分
と
し

て
国
連
に
報
告

す

る
こ

と
に
両
国
が
合
意
し

た。
こ

の
制
度
に
基
づ
く

日
本
の
削
減
分
が
国
連
報
告
に
盛
り
込

ま
れ
る
初
事
例
と
な
る。
排
出
量
の
国
家
間

取
引
が
加
速

す
れ
ば、
地
球
規
模
で
脱
炭

素
化

が
進
む

と
期
待
さ
れ
る。
石
原
躙
境
相
が、
ブ
ラ

ジ
ル
北
部
の
都
市
ベ
レ

ン
で
10
日

に
開
幕

す
る

国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
30

回
締
約
国
会
議
（
C
o
p
30
)

で
発
表

す
る 。

イネ電の る向方削量つを削が卜導
南ツ事補環 ゜ 上 ‘ 減にた途減国制入取
部ク業助境 で途量振分上に内度し引
のス者金省 き上をりの国つ企＾た制
工 ← ー1をに 国積分 ー にな業

J

--,'度
業＾ T受よ ラはみけ部提がをC 2は
団東Sける 脱上るを供る通M国 ‘

地京Bたと リ炭げ ° 日す技じ ー 間日
の ー グ太 ‘ ッ素ら効本る術て ← ク本
たがリ陽

J

卜技れ率のとや ‘ ° レが
め ‘ l光C が術るよ削 ‘ 資排日ジ独
池タン発M あを 一 く減減金出本ツ自

S日本とタイで合意した り所をしに
温室効果ガス排出削減量取引の

‘ 由供た水
イメージ 2来給 ° 上
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初
の
予
算
委

衆
院
予
算
委
員
会

は
7

日
午

自
民
党
の
斎
藤
健・
元
経
済

前 、
高
市
首
相
と
全
閣
僚
が
出

産
業
相

は
質
疑
で、
全
国
の
市

席
し
て
基

本
的
質
疑
が
始
ま
っ

区
町
村
の
4

分
の
1

以
上
が、

た。
首
相
に
と

っ
て
は
就
任
後

書
店
が―
つ
も

な
い
「
無
書
店

ン
減

か
削

0
度

0
35
程

二
酸
化
炭

素
換
算
で
3
5
0
0

沙
程
度
削
減
さ
れ
た
と
い
う 。

両
国
は
10
月
下
旬 、
削
減
量

の一
部
に
当

た
る
1
0
0
9

沙

を
日
本
側
の
削
減
分
と
し
て
振

本

ル
来

日

□
1

彎

日―

の
太
カ
カ

本
上
火
電

日
水
で
のィ夕

店
は
地
域
住
民
が
多
様
な
作
品

に
触
れ
る
街
の
重
要
な
文
化
拠

点
だ 。
美
し
い
日

本
の
伝
統
文

化
を
守
る
観
点
か
ら
も
役
割

は

大き
い」

と、
書
店
の
重
要
性

を
強
調
し
た。

そ
の
上
で、

本
に
つ
け

る
I

C
タ
グ
の
導
入
促
進

や
受
発
注

シ
ス
テ
ム
の
導
入
支
援
な
ど、

ム
を
設
け
て
活
性
化
に
取
り
組

経
産
省
な
ど

が
策
定
し
た
「
書

ん
で
き

た
経
緯
も
踏
ま
え 、
支

店
活
性
化
プ
ラ

ン」
に
基
づ
く

援
強
化
も
求
め
た。

支
援
策
を
引
き
続き
実
施

す
る

こ
れ
に
対
し
首
相

は、
「
書

考
え
を
示
し、
「
今
後
も
し
っ

c
o
p
30
で
発
表
へ

畠――
閉

COP30 
BRASIL 
AMAZONI 

• r l l“ 9,· 、

BELEM 
CLIMATE 

SUMMIT 

c
o
p
30
首
脳
級
会
合

ブ
ラ
ジ
ル
表
明

り
分
け
る
こ

と
で
合
意 。
そ
れ

ぞ
れ

が、
来
年
の
国
連
へ

の
排

熱
帯
林
保
護

H
本
の
技
術
で
削
減
分

四i
H

に
初

雲
タイと合意

出
重
報
告

に
今
回

の
削
減
分
を

盛
り
込
む
こ

と
に
な
っ

た。

J

C
M
の
よ
う

な
排
出

量
取

引
の
仕
組
み
は

日
本
が
国
連
で

提
唱
し、
15
年
の
C
o
p
21
で

採
択
さ
れ
た
「 。ハ
リ
協
定」
の

6
条
に
盛
り
込
ま

れ
た。
21
年

の
C
o
p
26
で

取
引
ル
ー

ル
が

決
ま

り、
日
本
は
タ
イ
な
ど
31

か
国
と
協
定
を
結
ん
で
2
8
6

件
の
事
業
を
進
め
てき
た。

経
済
成
長
著
し
い
タ
イ

は
脱

炭
素
対
策

に
熱
心
で、
日
本
と

ヘ

か
り
と
書
店
の
活
性
化
を
進
め

る」
と
語
っ

た。

首
相

は、
看
板
政
策
の
一

っ

の
「
危
機
管
理
投
資」
に
つ
い

て
は、
「
内
閣
の
成
長
戦
略
の

肝
だ 。
世
界
共
通
の
課
穎
解
決

に
資
す
る
製
品、
サ
ー

ビ
ス、

イ
ン
フ
ラ
を

提
供
し
て
我
が
国

経
済
の
成
長
を
実
現
す
る」
と

意
義
を
説
明
し
た。

新
た
に
戦
略

分
野
と
位
置
づ

け
る
人
工
知
能
(
A
I)
・

半

導
体

や
造
船
な
ど
17
項
目

に
関

新
基
金

同
じ
く
50
年
ま
で
に
排
出
量
を

実
質
ゼ
ロ

に
す
る
こ

と
を
目
指

し
て
い

る。

J

C
M
で
自
国
の

脱
炭

素
技
術
を
海
外

に
広
め
た

い
日
本
と
利
害
が
一

致
し
た。

日
本
の
23
年
度
の
排
出
皇

は

約
10
饂
4／
で 、
政
府

は
30

年
度

ま
で

に

J

C
M
を
通
じ
て
1

饂

外
の
削
減
を
目
指
し
て
い
る 。

環
境
省
幹
部

は
「

日
本
の
経
済

成
長
と
温
暖
化
対
策
を
同
時

に

進
め
ら
れ
る

J

C
M
を
世
界
に

普
及
さ
せ
た
い」

と
話
す。

【
ベ
レ

ン
11

大
月
美
佳】
国

連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
30

回
締
約
国
会
議
（
C
o
p
30
)

級

の
首
脳
級
会
合
が
6

日、
プ
ラ

脳一首
タ

ジ
ル
北
部
の
ア
マ
ゾ
ン
川
河

゜

畠

口
の
都
市
ベ
レ

ン
で
2

日
間

の

0-―

日
程
で
開
幕
し、
テ
ー

マ
別
の

C
領

、
統

議
論
が
始
ま
っ

た。
議
長
国
プ

で
大

ラ
ジ
ル

は、
温
室
効
果
ガ
ス

を

ン
ラ

レ
ル

吸
収

す
る
熱
帯
林
の
保
全
の
た

べ
る

部
す

め
の
新
た
な
基
金
の
創
設
を
正

冠
呻

式
発
表
し
た。
運
用
益
の一
部

シ
に

を
熱
帯
林
が
あ
る
73
か

国
に
面

孟

積
に
応
じ
て
分
配
し、
保
護

や

、
の

先
住
民
ら
の
支
援
に
役
立
て

日
合

6
会

る 。ブ
ラ
ジ
ル

の
ル
ラ・
ダ
シ
ル

バ
大
統
領

は
6
日、
「
基
金
は、

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
に

向

し
て
は、
関
係
閣
僚

や
有
識

者
に
よ
る
「
日

本
成
長
戦
略
会

議」
を
近
く
開
き

、
検
討
中

の

総
合
経
済
対
策
に
盛
り
込
む
具

体
策
を
議
論
す
る
考
え

を
示
し

た。地
方
活
性
化
の
観
点
か
ら 、

投
資
促
進
策
を
講
じ
た
上
で
地

方
に
投
資

を
呼
び
込
む
必
要
性

も
強
調
し
た。

衆
院
予
算
委

は
lO、
11
日

に

も
予
定
さ

れ、
参
院
予
算
委

は

12
S
14
日

に
開
催
さ
れ
る。

ぞ


